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１．背景と目的  

我が国では，市民の社会参加が重要である．そのた

め人々の地域とのつながりや，他者との関わり，協力

意識の重要性が認識されている．その一方で，近年働

き方改革が順次施行されるなどワークライフバラン

ス（以下 WLB）の重要性の認識が急速に広がりを見

せており，個人の余暇時間の重要性が広く共有され

つつある．このことは社会として望ましい側面であ

る一方で，「個人」の時間が強調されるあまり市民が

社会と関わる機会が減少し，それが社会に向けられ

る意識の低減につながり得る． 

以上を踏まえて，本研究では利己性や他者への依

存と関係する個人志向性，社会志向性の 2 つの尺度

と，傲慢性と自己閉鎖性の 2 因子を有する大衆性の

尺度を用いて，人々の公共性の意識を測定し，WLB

における人々の余暇に対する意識と公共性の意識の

関係の分析をすることを目的とする． 

２．既往研究の整理と本研究の方針 

余暇に対する意識を測定するにあたって本研究で

は「レジャー志向性尺度」1)に着目する．レジャー志

向性とは余暇に対する考え方や好み，行動傾向を測

る尺度であり，特徴としては，「対人関係志向」や「長

期展望・向上」，「主導性」，「活動性」，「利他主義」の

側面から把握できることが明らかとなっている．1)2)  

次に，個人志向性とは「自分独自の基準を尊重し，

個性を活かした生き方への志向性」，社会志向性とは

「他者，あるいは社会の規範に則った生き方への志

向性」を表す 3)．また，2 つの志向性にはそれぞれ P

尺度と N 尺度があり，個人志向性 P 尺度は自己実現

の欲求，N 尺度は利己主義をそれぞれ表している．

社会志向性 P 尺度は他者，社会規範への志向，N 尺

度は他者への一方的な依存を表している．4) 

次に，大衆性とはスペインの哲学者オルテガが「大

衆の反逆」で論じている「大衆人」の持つ心理尺 

度のことを表し，傲慢性と自己閉鎖性の 2 因子から

構成されることが明らかにされている 5)．傲慢性と

は，「ものの道理や背後関係はさておき，とにかく自

分自身には様々な能力が携わっており，自分の望み

通りに物事が進むであろうと盲信する傾向」のこと

を表し，自己閉鎖性とは「自分自身の外部環境からの

閉鎖性」のことを表している． 

以上を踏まえて，本研究では，まずレジャー志向性

を定量的にとらえて，公共性の意識との関係性を明

らかにする． 

３．調査概要  

本研究では全国の 20 歳～65 歳の従業者を対象に

意識調査を実施した．調査方法は web アンケートに

て行った．調査日は 2023 年 1月 20日から 22日の 3

日間で，最終的な有効回答数は 466 件（人）であっ

た． 

４．分析 

レジャー志向性の因子分析の結果，本研究では他

者との活動を志向する「対人関係志向」，長期的な視

点を持ち，自身の将来につながるような行動を選択

する傾向の「長期展望・向上」，自ら進んで物事を計

画する傾向の「主導性」，自分自身より他者への貢献

を志向する「利他性」，休養よりは身体を動かす，ま

た外出志向の「活動性」，時間があれば学習を選択す

る傾向の「学習・自己啓発」，の 6 側面から把握する

ことができた．以上を踏まえて次の仮説を構築した： 

• 個人志向性 P 尺度に対して「長期展望・向上」「主

導性」「学習・自己啓発」が正の影響を与える． 

• 個人志向性 N 尺度に対して「利他主義」が負の影

響を与える． 

• 社会志向性 P 尺度に対して「対人関係志向」「利

他主義」が影響を与える． 

• 社会志向性 N 尺度に対し「主導性」が正の影響を

与える． 
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• 傲慢性に対し「長期展望・向上」「利他主義」が負

の影響を与える． 

• 自己閉鎖性に対し「対人関係志向」「利他主義」「活

動性」が負の影響を与える． 

以上の仮説を検証するために共分散構造分析を行

った．分析結果を図に示す． 

５．考察 

紙面の都合上，ここでは影響関係の大きいものに

ついて考察する．はじめに，個人志向性 P 尺度に対

して「主導性」が正の影響を与えることが確認され

た．これらは，物事の計画を自ら進んで立てるという

傾向が，自身で物事を決める能力の醸成や，自身の強

みを活かす経験へとつながり，それらが自己実現へ

の欲求にも影響されると考えられる． 

次に，社会志向性 P 尺度に対して「対人関係志向」

が正の影響を与え，「利他主義」が負の影響を与える

ことが確認された．これらは，「対人関係志向」が高

い人ほど，人と関わる機会が多く，人との関わりの中

で，自然と他者，社会への規範が醸成されると考えら

れる．「利他主義」との関係については，まず今回抽

出された「利他主義」が自己満足の側面があることが

影響していると考えられる．その結果，他者や社会へ

の規範というよりも，むしろやってあげているとい

うような意識が醸成され，低減効果が生まれたので

はないかと解釈した． 

次に，傲慢性に対して「利他主義」が正の影響を与

えることが確認された．これは，まず前述でも述べた

ように「利他主義」に自己満足の側面があると考えら

れること，また既往研究でも，ボランティア活動を通

すことによりむしろ傲慢性が上がるという結果が出

ていることもあり，自己満足という側面から自身に

対する有能感が醸成され，より一層傲慢性を高めて

しまっているのではないかと考えられる． 

最後に，自己閉鎖性に対して「利他性」が負の影響

を与えることが確認された．これは「利他性」が他者

への関心にあり，自己閉鎖性が自己以外への無関心

を表すことであるから，「利他性」が負の影響を与え

るということは十分に解釈可能である． 

６．結論  

本研究では，従業者を対象に余暇に対する意識と

公共性の意識の関係の分析をした．結果として， 

• 個人志向性 P 尺度に対し「主導性」が正の影響を

与え，「長期展望・向上」が負の影響を与える． 

• 社会志向性 P 尺度に対し「対人関係志向」が正の

影響を与え「利他主義」が負の影響を与える． 

• 社会志向性 N 尺度に対し「主導性」が負の影響を

与える． 

• 傲慢性に対し「利他主義」が正の影響を与え，「長

期展望・向上」が負の影響を与える．「 

• 自己閉鎖性」に対して「対人関係志向」が正の影

響を与え，「利他性」が負の影響を与える． 

ということが明らかとなった．なお本研究では，WLB

の観点からの分析ができていない．そのため，追加の

分析を行い，考察を深める予定である． 
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図 共分散構造分析の結果 
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